
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な学習活動 指導上の留意点・評価内容等 

導
入 

●前時に作成した、物語に合わせたロボットの

動きのプログラムを振り返る。 

 

〇作成したプログラムは、プログラミングボード

に貼っておき、グループで操作できるようにし

ておく。 

〇タブレット、ロボットは、３人に１台ずつ用意

する。 

展
開 

●本時のめあてを確認する。 

 １年生に分かりやすく伝わるようにお話を工夫しよう。 

●教師作成の物語例を聞き、自分たちの物語を

よりよくするために工夫できる点を考える。 

●人物や場面の様子が詳しく伝わるように「言

葉や音」を物語に書き足したり、プログラム

に改善したりする。 

●物語を発表し、互いに見合い、助言する。 

〇人物や場面の様子が詳しく伝わるような「言葉

や音」に着目するように促す。 

◎人物や場面の様子が詳しく伝わるような「言葉

や音」を物語に書き加えている。 

◎人物や場面の様子が詳しく伝わるように、創意

工夫してプログラムを組んでいる。 

〇相手意識（１年生に）、目的意識（わかりやすく

伝える）をもって発表を見合うように助言する。 

ま
とめ 

●振り返りをする。 

 

〇国語科としての振り返り、プログラミングとし

ての振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第３学年国語科「人物を考えて書こう-１年生に分かりやすく伝えよう-」 

 絵にかかれている人物がどのような人物かを想像

し、場面のつながりを考え、物語を書く力をつける

ことをねらいとしている。１年生に「分かりやすく

伝える」ために、出来事の順序に合わせてプログラ

ムしたロボットを発表の際に用いる。 

「レゴ WeDo２．０」LEGO education 

「タブレット PC」ＮＥＣ 

ここに注目！（本事例のポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年・国語 足立区立西新井小学校 

 

様式７－２ 

Ｂ 

 

 ブロックをドラッグ＆ドロップするだけでプ

ログラムを組み替えられるので、容易にプログラ

ムを組むことができる。「前進」「後進」「スピー

ド」「ストップ」「色」「音」などを組み合わせてプ

ログラムしていく。 

 出来事の順序を整理しながら、ワークシートに

「言葉や音」を書き込むことができ、物語の内容

がより伝わるように工夫することができていた。

出来事の順序を考える物語作りの過程と、プログ

ラミング的思考につながりをみることができた。 

使用教材（製品名）・ＩＣＴ環境（OS 名等） 実践概要 

本時の流れ 

 



  



 

 

 

   ＡからＦの記号については、以下を参考に選択願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの 

Ｂ 学習指導要領に例示されてはいないが、学習指導要領に 

示される各教科等の内容を指導する中で実施するもの 

 

Ｃ 教育課程内で各教科等とは別に実施するもの 

Ｄ クラブ活動など、特定の児童を対象として、 

教育課程内で実施するもの 

Ｅ 学校を会場とするが、教育課程外のもの 

Ｆ 学校外でのプログラミングの学習機会 

Ａ 

Ｂ 
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 Ｆ 

 


